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はじめに 

箱根山では 2015年 4月 26日から大涌谷周辺

で地震活動が活発化し、5月 15日には火山性地

震の日回数が442回と2001年以降で最多となり、

山体膨張を示唆する地殻変動も観測された 1), 2)。 

地震活動の活発化を受けて、地震研究所は温泉

地学研究所（温地研）と共同で緊急観測を実施す

ることを決定した。火山地帯では広い周波数帯域

の変動が発生することがあるので地震計は広帯

域地震計を使用し、また日々の地震活動を監視し

て迅速に解析するために、地震データはテレメー

タすることとした。地震研究所には、緊急観測の

時しか使用できないように制約している「緊急機

材」があり、NTTドコモ社の携帯電話網を用い

るモバイルテレメータ装置が即座に使える状態

で保管されているので、今回はモバイル端末を用

いてテレメータ化した。但し、モバイル端末は消

費電力が約 5Wあるので、商用電源が引き込め

る場所に観測点を構築することとした。 

観測点候補地は、既存観測点分布（図 1）や震

源分布（図 2）の情報を元に、既存観測点とは重

ならず、且つ震源を取り囲む配置となる場所とし、

更に、NTTドコモ社の電波エリア内で商用電源

が引き込める場所とした。現地下見は 18日（月）

に行われ、最終的に上湯場、駒ヶ岳西、丸山南の

3点に決定した（図 1,2の十字星マーク）。 

 

観測システム 

観測機材は、広帯域地震計がNanometrics製

Trillium Compact（周波数帯域120.2秒~108Hz）、

収録伝送装置が白山工業製 LS-7000XT である。

データはモバイル回線経由で地震研究所に送ら

図 3：観測システムとデータの流れ 

 

図 1：観測点マップ（気象庁の図 1）に加筆）。

点線枠は図 2の地図領域を示す。 

図 2：震源分布図（温地研の図 2）に加筆）。 

期間は 4月 25日～5月 17日 10時。震源を

示す円マークは、4月 25日からの経過日数を

色で示し、マグニチュードの大きさを円の大

きさで示している。 



れ、保存されると共に全国地震観測データ流通ネ

ットワーク（JDXnet）に転送される（図 3）。 

観測装置には、停電時の対策として 105Ah バ

ッテリと充電器（電菱製 BP-1210）、及び大大特

コントローラ（DDC）3)と呼ぶ過放電防止システ

ムを取り付けた（図 4）。これらの組み合わせに

より、停電後もデータ伝送は継続するが、バッテ

リ電圧が 12.1Vに下がった時テレメータ装置の

み電源を落として電力消費を節約し、その後ロガ

ーだけでバッテリ電圧が 10.5V になるまで現地

収録する仕組みとなっている。本システムの場合、

バックアップ対象の機器の消費電力は計 8W弱

なので、1週間以上停電しても無欠測での収録が

可能である。 

広帯域地震計は周囲の気温変化に敏感に反応

するために、地震計に対する断熱対策は重要とな

る。そのため緊急観測の際には地中埋設すること

があるが、今回は設置の簡便さから地表設置する

こととした。その代わりに地震計にはコンクリー

ト製集水枡（縦横 30cm、高さ 40cm）を被せ、

更に枡の内壁にスタイロフォーム板（5cm厚）

を貼り、地震計とスタイロフォーム板との間にで

きた隙間には珪砂を充填する対策を施した（図

5）。また地震計は、強震動などで動かないよう

にするために、ボンドと石膏で地面に固着させた。 

  

図 5：断熱対策を施した地震計用集水枡の内部 

予備も含めた 4式の観測装置の準備と動作確

認作業は、多くの技術職員の助けも借りて、18

日の午後と 19日の計 1日半で実施した。その後

20日に現地で設置作業が行われ、1日で 3点設

置した。なお丸山南観測点では、ドコモ電波の受

信状況が悪かったため、後日ドコモに依頼して電

波再放射装置（ドコモレピータ）を設置している。

3点の観測は、2015年12月時点で継続中である。 

 

おわりに 

箱根山の地震活動は 6月に入り減少していた

が、6月 29日から 30日にかけて火山性微動を

伴って活発化し、小規模な噴火も発生した 4)。上

湯場観測点では、地面の傾斜変動に伴う周期 150

秒程度の長周期信号や、4~7Hzの狭い範囲に卓

越周波数を持つ火山性微動が観測された 4)。 

これらを受けて地震研究所では更に 3点、広

帯域地震計による緊急オンライン観測点を7月7

日に設置した（図 1,2の 5角形マーク）。うち 2

点には傾斜計（Jewell製 701-2A）も併設した 5)。 

今後も突発的な地震火山現象が発生した際に

は迅速に緊急観測できるよう、緊急機材などの事

前準備を普段から十分にしておきたい。 
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図 4：電源バックアップシステム 


